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ここでは、 Family Rorschachによって、家族内Communicationを得た。これは、Rorschach cardを
家族全員で解釈させ、この間のCommunicationを資料に用いる。発言回数・分布・消費時間その他の
要素を測定し、これを総合して家族固有のpatternを求める。









つぎに、沈黙状態について、頻度・平均持続時間・発生部位を検討した o S 群では頻回・長時間の
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沈黙が発生しており、 N 群と極端な相違を示した。好発部位では、 N 群は実質討議期に好発したが、
























N 群 S 群
言平 占 A B C&D A B C&D 
発 主仁主1 状 態 3 2 4 。 4 7 
発言の均等性 4 2 3 2 5 4 
沈 里犬 状 態 9 。 。 4 3 4 
平均対話量 2 4 3 1 2 8 
独語量 2 4 3 。 5 6 
指向性 4 3 2 1 2 8 
応答性 3 3 3 1 2 8 
不良反応呈示度 4 4 1 。 2 9 
不良反応採用度 8 。 1 4 1 6 





の差異をかなり明瞭に把握できる。たとえば、発言状態でみると、評点 Aは N群では 3 家族が獲得し
たが、 S 群は該当家族がなかった。逆に、異常域と判断される評点 C ・ D では、 N 群では 4 家族にす
ぎなかったが、 S 群では 7 家族に達している。
論文の審査結果の要旨
この研究は、精神分裂病の精神病理学的研究の中でも、とくに重要視されるに至った家族力動を実
証的に解明するため、家族ロールシャツハ法の新しい解析手段を完成させ、家族員間のコミュニケー
ションのあり方を具体的に把握し、従来かえりみられなかった因子を確認し、それを有機的に総合す
ることに成功した。
これによって分裂病家族、とくにその両親がもっ病理性を明解に例証し、真の相互関係をもたないこ
と、家族員聞に深刻な断裂があることなどの家族力動を、量的に把握し、従来の仮説を教量的に実証
したのみならず、いくつかの新知見を提示した。
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